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　「チュンチュンチュン」
　緑の木々に囲まれた金目親水公園
（北金目３―914）に鳥のさえずりが響き
渡ります。自然があふれる同公園は、
自然観察や散歩など、憩いの場として
地域の住民に親しまれています。
　今回は、市内の公園の特徴と、公園
を安心安全に利用してもらうために
活動している公園愛護会の活動を紹
介します。

1〜3面…　　　　ぶらり公園めぐり…市内の公園と公園を維持
　　　　　　　   管理する愛護会の活動などを紹介します。
4〜7面… 募集・スポーツ・お知らせ・健康と福祉
　　　　　「子どもの健康」「お知らせ掲示板」

８面…「写真リポート」「がんばれ湘南ベルマーレ」
　　　「フォト歳時記」「市長こらむ」
広報ひらつかのPDF版は市ウェブからご覧いただけます。
スマートフォンアプリ「マチイロ」からもご覧いただけます。
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少し足を
延ばしませんか
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　金目エコミュージア
ム創立10周年を記念し
て、サクラの下で、演芸
やフリーマーケットなど
を開きます。
　4月2日(日)午前10時
～午後3時。塚越公園。
雨天時は金目公民館
（南金目966）。
問　社会教育課☎35-
8124・当日は金目エコ
ミュージアム（金目公民
館）☎58-0101へ。

公
園
め
ぐ
り

ぶ
ら
り

し
て
い
ま
す
」

と
景
色
を
見
な

が
ら
の
運
動
を

日
課
に
し
て
い

ま
す
。

　
「
暖
か
く
な
る
と
雑
草
が
生
え
て
大
変
な
ん
だ

よ
」と
話
す
清
田
さ
ん
。
同
公
園
愛
護
会
は
年
4

回
の
清
掃
の
ほ
か
、
美
化
清
掃
部
会
、
植
栽
部
会
、

点
検
部
会
と
、
三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。ま
た
有
志
で
集
ま
り
、夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
も
し
て
い
ま
す
。「
開
設
し
た
当
時
は
、
夜
間
に

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
る
人
が
い
た
り
、
若

者
が
た
む
ろ
し
た
り
し
て
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た

よ
」と
振
り
返
り
ま
す
。「
パ
ト
ロ
ー
ル
の
た
び
に

辛
抱
強
く
声
を
掛
け
て
、
時
に
は
言
い
合
い
に

な
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
に

な
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。
開
設
当
時
、
15

人
が
活
動
し
て
い
た
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
も
、
会
員

の
高
齢
化
に
よ
り
、
現
在
は
5
人
程
度
。「
パ
ト

ロ
ー
ル
や
地
域
活
動
に
、
若
い
方
が
参
加
し
て
く

れ
た
ら
助
か
る
よ
。
自
治
会
や
近
隣
住
民
、
市
と

協
力
し
て
、
今
後
も
幅
広
い
世
代
が
利
用
で
き
る

公
園
に
し
た
い
」と
期
待
を
込
め
ま
す
。

　

北
金
目
の
住
宅
街
の
ひ
と
き
わ
高
い
台
地
に
広

が
る
塚
越
公
園
。
遊
具
が
あ
る
広
場
か
ら
さ
ら
に

約
5
㍍
登
る
と
、
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
木
が
平
塚
の
ま
ち
を
見
下
ろ
し
ま
す
。

　
「
塚
越
公
園
の
良
さ
は
1
回
訪
れ
て
み
る
と
よ

く
分
か
り
ま
す
」と
同
公
園
愛
護
会
の
橋
本
進
さ

ん
は
力
を
込
め
ま
す
。空
が
澄
み
渡
っ
た
日
に
は
、

南
に
は
相
模
湾
、西
に
富
士
山
が
望
め
る
同
公
園
。

「
満
月
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
が
見
ら
れ
る
時
季

も
き
れ
い
で
、
季
節
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
景
色
が
広
が
り
ま
す
」。

　

塚
越
古
墳
公
園
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
同
公
園

は
、
真
田
・
北
金
目
地
区
の
区
画
整
理
に
伴
い
、

平
成
23
年
に
開
設
し
ま
し
た
。「
こ
の
公
園
は
古
墳

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
で
き
た
ん
で
す
」と
橋
本
さ

ん
。
標
高
約
37
㍍
の
台
地
の
頂
上
に
は
、
4
世
紀

後
半
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
前
方
後
方
墳
が
あ
り

ま
す
。
全
長
55
㍍
も

あ
る
前
方
後
方
墳

は
、
県
内
で
も
最
大

規
模
で
す
。
昭
和

33
・
34
年
の
調
査
で
、

管く
だ

玉た
ま
や
鉄
製
工
具
な

ど
が
発
掘
さ
れ
た
こ

腰のストレッチを
する五十嵐さん

と
か
ら
、
被
葬
者
は

金
目
川
水
系
を
掌
握

し
て
い
た
人
物
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
目
の
歴
史
な
ど

を
伝
え
る「
金
目
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

務
め
る
橋
本
さ
ん
は
、
同
公
園
愛
護
会
を
結
成
す

る
以
前
か
ら
、
公
園
の
清
掃
な
ど
を
し
て
き
ま
し

た
。「
少
し
で
も
見
栄
え
を
良
く
し
た
い
で
す
か
ら

ね
」。
同
公
園
に
愛
護
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
地

域
貢
献
に
と
、
今
年
2
月
に
金
目
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
母
体
の
愛
護
会
を
結
成
し
ま
し
た
。「
公
園

を
管
理
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
古
墳
な
ど
の
歴
史

や
景
色
、
花
な
ど
の
魅
力
を
伝
え
る
よ
う
な
活
動

に
力
を
入
れ
た
い
で
す
ね
」と
意
気
込
み
ま
す
。 草刈りをする橋本さん

古墳の形をした砂場

天気がいい日は多くの親子も訪れます

登
っ
た
先
に
広
が
る
パ
ノ
ラ
マ

●
塚
越
公
園
（
北
金
目
1
6
1
0
―
1
）

充
実
の
設
備
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

●
桜
ケ
丘
公
園
（
桜
ケ
丘
100
―
1
）

◉
ル
ー
ル
を
守
っ
た
利
用
を
呼
び
掛
け

各公園には駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください

金目桜まつり

「
あ
っ
、
も
う
サ
ク
ラ
が
咲
い
て
る
よ
」

　

2
月
中
旬

―
。
つ
ぼ
み
の
ま
ま
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
よ
り
一
足
早
く
、
桃
色
に
染
ま
っ
た
桜
ケ
丘

公
園
の
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ（
上
写
真
）。
ま
だ
寒
さ
が

厳
し
い
中
、
春
の
訪
れ
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

　
「
桜
ケ
丘
と
言
う
く
ら
い
だ
か
ら
ね
。
サ
ク
ラ

が
満
開
に
な
る
4
月
初
旬
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ

る
よ
」と
同
公
園
愛
護
会
の
会
長
、
清せ

い

田た

新
一
さ

ん
は
話
し
ま
す
。
同
公
園
は
、「
サ
ク
ラ
を
中
心
と

し
た
地
域
密
着
型
の
公
園
」を
テ
ー
マ
に
、
平
成

20
年
、
高
校
の
跡
地
に
で
き
ま
し
た
。

　

同
公
園
は
開
設
ま
で
約
4
年
間
に
わ
た
っ
て
、

地
元
の
富
士
見
地
区
の
団
体
や
公
募
市
民
ら
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
、
現
地
調

査
や
会
議
を
重
ね
、
桜
ケ
丘
の
特
徴
、
公
園
で
や

り
た
い
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
大
型
の

複
合
遊
具
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ほ
か
、
足
つ
ぼ
を
刺
激
す
る
散
歩

道
や
、
ぶ
ら
下
が
り
健
康
器
具
な
ど
、
幅
広
い
世

代
が
利
用
で
き
る
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う

に
、炊
き
出
し
用
の
か
ま
ど
に
使
え
る
ベ
ン
チ
や
、

ソ
ー
ラ
ー
照
明
な
ど
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

高
村
の
自
宅
か
ら
散
歩
で
同
公
園
を
訪
れ
た
72

歳
の
五
十
嵐
照
男
さ
ん
は
、「
私
の
年
齢
く
ら
い
が

自
立
し
て
生
活
で
き
る
健
康
寿
命
。
少
し
で
も
元

気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
健
康
器
具
で
体
を
動
か

　お父さんに背中を押され、勢
いよくブランコをこぐ子ども。ベ
ンチに腰掛け、世間話をする高
齢者。ペットを連れて散歩する女
性の横を、トレーニングウエアを
着た若者が走り抜ける―。
　晴れた日の公園。老若男女を
問わず、多くの方が訪れます。天
気がいい日は近くの公園に出掛
けてみませんか。
問　みどり公園・水辺課☎21-9852
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議
会
は
、
現
在
、
市
内
の
愛
護
会

163
団
体
の
交
流
と
活
動
の
質
の
向

上
を
目
的
に
、
年
間
を
通
し
て
、

市
内
外
の
公
園
の
視
察
や
勉
強
会

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
勉
強
会
で

は
、
樹
木
の
剪せ

ん
定て

い
や
ゴ
ミ
の
整
理

な
ど
を
学
び
ま
す
。「
公
園
の
数
が

多
い
の
で
、
樹
木
の
剪
定
も
市
だ

け
で
は
や
り
切
れ
ま
せ
ん
。
市
と

協
働
し
て
公
園
の
維
持
管
理
を
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

　

本
年
度
視
察
し
た
桃
浜
町
に
あ

る
桃
浜
公
園
は
、公
園
前
の
道
が
、

か
つ
て
は
犬
の
ふ
ん
で
汚
れ
て
い

1
番
は
安
心
し
て
利
用
で
き
る
こ
と

　

大
き
な
池
と
そ
れ
を
囲
う
多
種

多
様
な
花
や
木
。「
多
く
の
植
物
や

昆
虫
が
観
察
で
き
る
公
園
は
市
内

で
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
」と
金
目

親
水
公
園
愛
護
会
の
会
長
、
米
村

康
信
さ
ん
は
胸
を
張
り
ま
す
。

　

平
成
12
年
の
開
設
以
前
は
田
ん

ぼ
だ
っ
た
場
所
に
、
農
村
に
ふ
さ

わ
し
い
公
園
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
、
自
然
環
境
を
取
り
入
れ

た
公
園
を
作
り
ま
し
た
。「
ス
ミ
レ

や
ハ
ル
ジ
オ
ン
と
い
っ
た
、
約
140

種
類
の
花
や
、
約
40
種
類
の
チ
ョ

ウ
が
生
息
し
て
い
る
公
園
は
珍
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と

話
し
ま
す
。

　

春
や
秋
は
地
元
の
小
学
生
が
、

　「年間を通して278カ所、全ての公園
の施設や遊具などを点検しています」
と話す市みどり公園・水辺課の飯尾幹
男副業務主査（写真右）。総合公園と馬
入ふれあい公園を除く、市内全ての公
園を巡回し、施設や遊具の点検・修理、
樹木の剪

せん
定
てい
などをしています。また、

遊具の故障や水道のトラブルなど、市
民や愛護会から届く、年間１,０００件近
くの要望に対応。緊急性の高いものは
迅速に対応しています。
　「平塚市は遊具の破損が原因の事故
は、過去20年以上０件です」と話す山口
力也副技能主査（写真左）。12人いる現

場職員は、それぞれ
が高所作業や溶接な
どの資格を持ち、子
どもが安心して遊べ
る環境をつくってい
ます。「作業中に子ど
もたちが声を掛けて
くれます。皆さんが
いつも遊んでいる公
園を日々、巡回して
点検していますの
で、安心して利用し
てほしいです」とほ
ほ笑みます。

　

真
土
す
ば
る
保
育
園
と
真
土
小

学
校
が
隣
接
す
る
真
土
大
塚
山
公

園
は
、
平
成
８
年
に
開
設
し
、
広

さ
が
２
・
２
㌶
と
、
総
合
公
園
を

除
け
ば
市
内
で
最
も
大
き
い
公
園

で
す
。

　

東
側
に
は
ロ
ー
ラ
ー
式
の
滑
り

台
な
ど
の
遊
具
や
、
多
目
的
広
場

が
あ
り
、
休
日
だ
け
で
な
く
、
平

日
も
学
校
が
終
わ
る
と
、
放
課
後

の
遊
び
場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
き
ま
す
。

　

公
園
内
の
西
側
に
目
を
向
け
る

と
、
同
公
園
を
象
徴
す
る
、
ふ
っ

く
ら
と
そ
び
え
る
二
つ
の
小
高
い

山
。「
か
つ
て
公
園
の
南
側
に
は
砂

丘
が
あ
り
、
そ
の
上
に
は
真
土
大

塚
山
古
墳
が
あ
っ
た
ん
で
す
」と
、

同
公
園
愛
護
会
の
会
長
、
津
久
井

勇
さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。
二
つ
の

小
山
の
正
体
は
以
前
、
古
墳
が

あ
っ
た
砂
丘
を
再
現
し
た
も
の
。

「
古
墳
本
体
を
調
査
し

な
い
う
ち
に
消
失
し

た
の
で
、
墳
形
は
不

明
の
ま
ま
で
す
」。

　

消
失
直
前
の
発
掘

調
査
で
は
、
鏡
、
銅

鏃ぞ
く
、
水
晶
製
勾ま

が

玉た
ま

な

ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

過
去
の
出
土
品
の
中

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

東
京
国
立
博
物
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る「
三
角
縁
神
獣

鏡
」（
右
上
写
真
・
東
京
国
立
博
物

館
提
供
）。
同
公
園
の
北
側
に
あ

る
真
土
小
学
校
の
校
章
は
、
こ
の

鏡
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す

（
右
下
写
真
）。

　

当
時
、
古
墳
が
あ
っ
た
公
園
南

側
は
、
現
在
、
住
宅
地
と
な
り
、

市
外
出
身
の
方
も
多
く
移
り
住
ん

で
い
ま
す
。「
市
外
の
方
は
歴
史
あ

る
公
園
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
知

り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
公
園
の
歴
史

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で

す
」と
津
久
井
さ
ん
。
ツ
ツ
ジ
が

咲
く
５
月
に
は
、
公
園
祭
り
を
開

催
。
子
ど
も
が
乗
れ
る
ミ
ニ
新
幹

線
の
運
行
や
模
擬
店
を
開
い
て
、

公
園
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま

す
。「
園
児
や
小
学
生
ら
子
ど
も
た

ち
が
、
生
き
生
き
と
遊
べ
る
公
園

に
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」。

ま
し
た
。
し
か
し
、
愛
護
会
の
熱

心
な
活
動
で
、
今
で
は
と
て
も
き

れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
各
公
園

を
視
察
す
る
と
、
各
愛
護
会
が
一

生
懸
命
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
」と
吉
川
さ
ん
。
地
域

住
民
が
支
え
合
っ
て
管
理
す
る
体

制
づ
く
り
が
大
切
と
言
い
ま
す
。

　
「
市
内
に
は
魅
力
が
あ
る
公
園

が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
安

心
安
全
に
利
用
で
き
る
こ
と
が
１

番
で
す
。
子
ど
も
が
元
気
よ
く
走

り
回
っ
た
り
、
高
齢
者
が
日
な
た

ぼ
っ
こ
を
し
た
り
で
き
る
環
境
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
意

気
込
み
ま
す
。

　
「
平
塚
は
全
国
的
に
見
て
も
公

園
愛
護
会
が
多
い
ん
で
す
」と
市

公
園
愛
護
会
連
絡
協
議
会
の
会

長
、吉
川
成
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

昭
和
59
年
に
結
成
さ
れ
た
同
協

普段は見附台緑地などの公園
を管理する吉川さん

野
外
活
動
と
し
て
自
然
観
察
を
し

て
い
ま
す
。
解
説
を
務
め
る
米
村

さ
ん
は「
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
し
た

り
、
落
ち
葉
の
ア
ー
ト
を
作
っ
た

り
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
感
覚
で

自
然
を
学
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」と
、
四
季
折
々
で
移
り
行
く

自
然
の
変
化
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

寒
さ
の
厳
し
い
２
月
、
同
公
園

で
放
流
さ
れ
た
、
400
匹
の
小
さ
な

幼
虫
。「
５
月
に
な
る
と
き
れ
い
な

光
を
放
つ
ホ
タ
ル
が
、
た
く
さ
ん

飛
び
交
い
ま
す
よ
」と
笑
顔
を
見

せ
る
米
村
さ
ん
は
、
ホ
タ
ル
保
存

会
の
会
員
と
し
て
も
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

ホ
タ
ル
が
飛

び
交
う
公
園
に

な
る
よ
う
に
、

高
校
で
生
物
を

担
当
す
る
先
生

ら
の
助
言
の
も

と
、
ホ
タ
ル
の

飼
育
を
開
設
以

前
か
ら
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

毎
年
、
ふ

化
し
た
幼
虫

を
十
分
に
大

き
く
な
る
ま

で
自
宅
で
育
て
、
公
園
内
の
水
路

に
放
流
し
て
い
ま
す
。「
公
園
の
水

路
は
湧
き
水
が
流
れ
、
日
陰
に
な

ら
ず
適
度
な
気
温
な
の
で
、
ホ
タ

ル
が
育
ち
や
す
い
環
境
な
ん
で
す

よ
。
無
事
に
育
っ
て
飛
ん
で
ほ
し

い
で
す
ね
」と
願
い
を
込
め
る
米

村
さ
ん
。「
ホ
タ
ル
以
外
の
昆
虫
も

花
も
鳥
も
、
季
節
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
顔
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
は
、
こ
の
公
園
を
校
外
学

習
の
場
に
し
て
自
然
を
多
く
学
ん

で
ほ
し
い
で
す
ね
」と
ほ
ほ
笑
み

ま
す
。

事故を未然に防ぐ

真土大塚山公園の小山の上から見る夕暮れは絶景

打診や触診でブラ
ンコを点検します

放課後になるとたくさんの児童が集まります

地域住民が集まりホタルの幼虫を放流

ホタルの放流会で解説をする米村さん（上写真
右）。約2㌢のホタルの幼虫（左写真）

動
物
や
花
が
い
っ
ぱ
い

●
金
目
親
水
公
園（
北
金
目
３
―
914
）

歴
史
が
眠
る
小
さ
な
山

●
真
土
大
塚
山
公
園（
西
真
土
３
―
１
０
１
９
―
１
）

◉
間
近
で
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
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平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　　募＝応募方法　問＝問い合わせ

■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　3月21日（火）午前8時30分か　
　ら、受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

JAビルかながわ
（市民活動センター 消費生活センター）

松原
分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊
原
分
庁
舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防庁舎
教育会館

青少年会館（青少年課）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

募
　
　
集

応
募
方
法
は

下
段
　
　
　

市
下
水
道
運
営
審
議
会
の
公
募

委
員

　

７
月
１
日
か
ら
２
年
間
。
次
の

条
件
を
全
て
満
た
す
方
２
人（
選

考
）①
市
内
に
１
年
以
上
在
住
で
、

公
共
下
水
道
ま
た
は
農
業
集
落
排

水
の
供
用
開
始
地
区
に
居
住
し
て

い
る
、
高
校
生
を
除
く
18
～
75
歳

②
平
日
に
年
２
回
程
度
開
く
会
議

に
出
席
で
き
る
③
市
の
ほ
か
の
審

議
会
な
ど
の
委
員
で
は
な
い
④
過

去
に
同
委
員
の
経
験
が
な
い
、
な

　国民年金保険料を納めることが困難な場合、保険料の免除や
猶予（学生の方は学生納付特例）を申請できます。
①過年度分も申請　納付期限から 2年を経過していない期間（申請
時点から 2年 1カ月前までの期間）もさかのぼって申請できます。

②年度毎に申請書が必要　１枚の申請書で申請できるのは７月から
翌年６月まで（学生納付特例は４月から翌年３月まで）の１年度分です。

複数年度の申請を希望される場合は年度毎に申請書の提出が必要です。

③過去の所得で審査　申請する年度の前年所得に基づき審査します。
申請者本人の他に世帯主や配偶者の所得審査もありますので、本人所

得が少ない場合でも承認されない場合があります（学生納付特例の審

査対象は学生本人に限ります）。

　平塚年金事務所　〒254-8563　平塚市八重咲町8-2
　☎0463-22-1515( 代表）　音声番号2番

を国 民 金 保 険年 料 免除できます

ど
。
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

募　

本
館
６
階
の
下
水
道
経
営
課

☎
21
―
８
７
８
５
や
公
民
館
、
市

ウ
ェ
ブ
に
あ
る
応
募
用
紙
に
800
字

程
度
の
応
募
動
機
を
添
え
て
、
本

人
が
直
接
、
４
月
17
日（
月
）ま
で

に
、
同
課
へ
。

市
病
院
運
営
審
議
会
の
公
募

委
員

　

任
期
は
６
月
１
日
か
ら
２
年
間
。

２
人（
選
考
）。
詳
し
く
は
病
院
総

務
課
や
市
民
病
院
ウ
ェ
ブ
に
あ
る

募
集
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募　

〒
254
―
００６５
南
原
１
―
19
―
１

市
民
病
院
の
病
院
総
務
課
☎
32
―

０
０
１
５
や
同
病
院
ウ
ェ
ブ
に
あ

る
申
込
書
を
、郵
送
ま
た
は
直
接
、

４
月
17
日（
月
）ま
で
の
平
日
、
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
、
同

課
へ
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

習
会

　

キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て
必
要

な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

　

５
月
～
10
月
、
全
６
回
。
市
内

在
住
の
中
学
生
45
人（
抽
選
）。
405

円
。
キ
ャ
ン
プ
な
ど
は
別
途
２
７

０
０
円
程
度
か
か
り
ま
す
。

募　

学
校
で
配
る
申
込
書
を
、
郵

送
ま
た
は
直
接
、
４
月
14
日（
金
）

ま
で
に
、
〒
254
―
００４１
浅
間
町
12
―

41
青
少
年
課
☎
32
―
７
０
２
９

へ
。
市
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
応
募
で
き

ま
す
。

く
す
丸
く
ん
と
な
っ
ち
ゃ
ん
隊

　

緑
の
大
切
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を

学
ぶ
活
動
を
し
ま
す
。

　

５
月
13
日（
土
）な
ど
、全
３
回
。

イ
シ
ッ
ク
ス
馬
入
の
お
花
畑（
ひ

ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ

東
側
）。
市
内
在
学
の
小
学
生
。

募　

必
要
事
項
・
学
校
名
・
学
年

を
、
電
話
・
メ
ー
ル
で
、
４
月
７

日（
金
）ま
で
に
、
み
ど
り
公
園
・ 

水
辺
課
☎
21
―
９
８
５
２

m
idori

@

へ
。
メ
ー
ル
の
場
合
は
タ
イ
ト

ル
を「
く
す
丸
く
ん
と
な
っ
ち
ゃ

ん
隊
応
募
」に
。

訪
問
コ
ン
サ
ー
ト
の
派
遣

　

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認

定
こ
ど
も
園
で「
訪
問
コ
ン
サ
ー

ト
」や「
リ
ズ
ム
体
操
」を
す
る
方

ら
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募　

電
話
で
、
４
月
28
日（
金
）午

後
５
時
ま
で
に
、
ま
ち
づ
く
り
財 

団
文
化
事
業
課
☎
32
―
２
２
３
７
へ
。

夏
休
み
に
び
わ
青
少
年
の
家

で
楽
し
も
う

　

夏
休
み
中
の
７
月
21
日（
金
）～

８
月
29
日（
火
）に
、
び
わ
青
少
年

の
家（
土
屋
２
７
１
０
―
１
）を
利

用
し
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学

生
が
主
体
の
10
人
以
上
の
団
体
。

宿
泊
は
１
泊
２
日
ま
で
。
４
月
15

日（
土
）午
前
10
時
か
ら
同
施
設
で

抽
選
を
し
ま
す
。

募　

電
話
で
、
３
月
17
日（
金
）～

４
月
４
日（
火
）に
、
び
わ
青
少
年

の
家
☎
59
―
０
８
７
１
へ
。

市
民
大
学
講
座

　
「
お
金
の
古
代
史　

西
ア
ジ
ア

に
残
さ
れ
た
人
間
の
欲
望
の
か
た

ち
」が
テ
ー
マ
の
講
座
で
す
。
貨

幣
や
納
税
の
歴
史
な
ど
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

　

４
月
20
日
～
７
月
６
日
の
水
・

木
曜
日
、
全
８
回
、
午
後
２
時
～

３
時
30
分
。
中
央
公
民
館
な
ど
。

40
人（
抽
選
、
市
内
在
住
・
初
め

て
の
方
、
全
て
の
回
に
参
加
で
き

る
方
を
優
先
）。
300
円
。
館
外
学

習
は
交
通
費
や
入
館
料
な
ど
が
必

要
で
す
。
各
回
の
紹
介
は
市
ウ
ェ

ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　

講
座
名
・
必
要
事
項
・
年
齢

を
、
は
が
き（
１
人
１
枚
）ま
た
は

直
接
、
４
月
５
日（
水
）ま
で
に
、

〒
254
―
0047
追
分
１
―
20
中
央
公
民

館
☎
34
―
２
１
１
１
へ
。

渋
田
川
桜
ま
つ
り
の
写
真

　

４
月
９
日（
日
）午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
に
開
く
渋
田
川
桜
ま

つ
り
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
は
４
月
５
日（
水
）↓

広告

実施日 会場・時間
午前 午後

4/６（木） 五領ケ台公園
９時４０分～１０時５分

ふじみ野第四公園
１０時４０分～１１時１０分

旭第一公園
１時３０分～２時

山王山公園
２時30分～3時

4/７（金） 真土大塚山公園
９時３０分～１1時

須賀夕映え公園
１時３０分～１時５０分

三島公園
２時２０分～２時５０分

4/10（月） 豊田公民館
９時３０分～１１時

城島公民館
１時３０分～２時

岡崎公民館
２時4０分～３時1０分

4/11（火） 伊勢山公園
９時３０分～１０時１０分

御殿公園
１０時４０分～１１時1０分

八幡公民館
１時３０分～２時

馬入児童公園
２時３０分～３時

4/12（水） 金田公民館
９時３０分～１１時

徳延公園
１時３０分～２時

万田貝殻坂公園
２時３０分～３時

4/1３（木） 横内公民館
９時３０分～１０時２０分

四之宮公園
１０時５０分～１１時２０分

田村宮の前公園
１時３０分～２時

大神公民館
２時３０分～３時

4/1４（金） なでしこ公民館
９時３０分～１０時２０分

松風公園
１０時５０分～１１時２０分

南原公民館
１時３０分～２時

四十瀬川公園
２時３０分～３時

4/17（月） 月見公園
９時３０分～１０時

桃浜公園
１０時３０分～１１時１０分

大久保公園
１時３０分～２時

見附台公園
２時３０分～３時

4/1８（火） 金目公民館
９時３０分～１０時２０分

真田公園
１１時～１１時３０分

吉沢公民館
１時45分～２時１５分

土屋多目的広場
２時４５分～３時１０分

4/１9（水） 旭北公民館
９時３０分～１１時 問　　　　　環境政策課☎21―９７６２

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
お
近
く
の
会
場
で

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
動
物
病
院
で
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
通
知
は
が
き
・
愛
犬
手
帳
。
３
６
０
０
円
、
初
め
て
登
録

す
る
犬
は
６
６
０
０
円
。

愛犬のために狂犬病の予防注射を愛犬のために狂犬病の予防注射を

　野菜の種や苗の植え付けから収穫までを体験し、収穫した野菜を調
理します。農の体験・交流館（寺田縄457―５）。全日程に参加できる、
市内在住の小学生と保護者10組（抽選）。全３回。荒天中止。長靴・軍手・
タオル。汚れても良い服装でお越しください。１組１,０００円（③は花

か

菜
な

ガー
デン入園料も）。

①種・苗植え付け　４月22日（土）
午前10時～正午。
②種まき・管理作業　５月27日
（土）午前10時～正午。
③収穫・調理体験　７月22日（土）
午前10時～午後２時30分。花菜
ガーデン（寺田縄496―１）で調理
します。
募　電話で、３月27日（月）までに、
農の体験・交流館☎58―５２０１へ。採れたて野菜が食べられます

親子で体験　野菜づくり


